
１．宝塚市の概要と中心市街地の課題

JR・阪急宝塚駅

大阪方面→

↓西宮、神戸方面

←三田方面

宝塚ファミリーランド
の閉園（Ｈ15）

大型ホテルの
廃業（Ｈ15）

市立温泉の
一時休館（Ｈ14）
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○中心市街地の課題
・旅館の廃業による温泉街の衰退
・企業の保養所・グラウンドの閉鎖
・遊園地の閉園、大型ホテルの廃業

↓
観光・商業の衰退、住宅都市化

○宝塚市の概要
・面積：約101k㎡（大部分が山地）
・人口：約22万人（微増）
・歴史：宿場、温泉、寺社仏閣

→阪急のレジャー・住宅開発
・交通：大阪・神戸へ各40分

宝塚歌劇

阪
急
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南
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駅

温泉旅館街の衰退
→ﾏﾝｼｮﾝ化（S60代～）

公園（「花のみち」等）

道路整備（電線地中化）

河川敷整備（公園化）

市街地再開発等

再開発商業ビルの老朽化・
空床化(Ｓ60代～）

宝塚市における大学を核とした都市再生の取組宝塚市における大学を核とした都市再生の取組宝塚市における大学を核とした都市再生の取組
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２．三大学と地域がそれぞれの特長を活かした取組みを展開

再開発ビルの空店舗を活用し、学生等の

地域連携活動の拠点を整備。

空店舗を活動拠点に再生

三大学の学生と地域の商業者が連携し、

にぎわい再生のためのｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪを実施。

地元住民、企業、学生が連携して自作した

足湯体験セットで「湯の街・宝塚」をｱﾋﾟｰﾙ。

学生によるデザイン提案や河川敷のイルミ

ネーションイベント等を連続的に展開。

「宝塚歌劇」の資源を再生

宝塚音楽学校旧校舎を、地域固有の文化

発信の拠点として保存・利活用。

高齢化が進む地域の生活ﾆｰｽﾞに応じて、

自宅での運動指導ﾋﾞｼﾞﾈｽの実験を展開。

都市ブランドデザインの提案

商業者と連携したｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪ社会実験 住民等と連携した足湯体験の実施

「出前運動教室」社会実験
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Ｈ１８～
各プロジェクトの実施、連携強化

Ｈ１７
取組みの周知、社会実験、
実施に向けたｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの策定

Ｈ１６
市民参加で「都市再生ﾋﾞｼﾞｮﾝ」検証
主体的参画者の募集

３．大学と地域が連携した都市再生の取組み
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Ｈ１５
全国都市再生ﾓﾃﾞﾙ調査
「都市再生ビジョン」策定

関西学院大学

甲子園大学

宝塚造形芸術大学

地域プレイヤー（市民・NPO・商店街・企業・学校・・・）

・学生＋教員の

ワーキング

・アドバイザー

・アドバイザー

・アドバイザー

宝塚市

・地域フィールドワーク開講

・空店舗を活用した連携拠点

・研究会活動

・事務局、調整

・地域ﾌﾟﾚｲﾔｰ、三大学との協働

国（都市再生本部、各省庁）、兵庫県

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸによる
新しい教育ｼｽﾃﾑ

遊休地、空床等
既存ｽﾄｯｸの活用

地域をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
する人材育成

新たな都市
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの創造

・都市再生に係る事業の実施

ひとづくり

まちづくり

ア
ク
シ
ョ
ン
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ラ
ン
の
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定

ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ、環境、

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、福祉、観光等、

地域の資源を

活かした都市再生

地域のﾆｰｽﾞに応える
ﾋﾞｼﾞﾈｽの構築

社
会
実
験
（オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
）

都市ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ

の提案

地域の生活ｻｰﾋﾞｽ

を支えるﾋﾞｼﾞﾈｽ

ﾓﾃﾞﾙの社会実験

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸによる

都市の課題解決

・消費動向調査

・NPOとの提携

社会実験を主催、検証

・都市再生をテーマとした
ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習
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４．TCC（宝塚キャンパスシティ）構想

地域プレイヤー
（市民・NPO・商店街等）
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸに参画、
大学のﾉｳﾊｳを吸収

国、県

規制緩和等

による支援

宝塚市

総合調整、
事業体の設立
による支援

空床・遊休地等既存ｽﾄｯｸ

○大学を核とした都市再生の課題

・地域をマネジメントする人材の育成

・まちとキャンパスの融合

再開発ビルの空床をﾘﾆｭｰ
ｱﾙしてｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ、ｲﾝ
ｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ拠点に

遊休地を種地として
集客事業を展開

■構想図

•手塚治虫記念館

•パフォーマンススクエア

•キャンパスホール（市と共用）

•レストラン（近代建築の活用）

•ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄを創造する
大学機能
•クリエイター・ショールーム
•リラックスセンター
•ＴＣＣ放送局
•街のコンシェルジェ

•インキュベーションラボ
•リサーチセンター

・ 遊休地に大学の機能を配置
・ ホールや図書館は広く市民に開放
・ ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ、福祉、観光などの

都市再生の課題をﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸで学ぶ

例えば･･･

民間資本

ﾌｧﾝﾄﾞ形成、

証券化等に
よる事業支援

起業家、事業者

ﾋﾞｼﾞﾈｽ構築に参画
大学のﾉｳﾊｳを吸収
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